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           デジタル時代の木星撮影 part Ⅱ 

                                                                 丸野 閑由 

（１） 最近の惑星撮影 

 巷間普及している惑星撮影法として代

表的なものにＷｅｂカメラとデジタルビデオ、

そしてデジタルカメラの動画機能を使う方法

があります。デジタルビデオはハイビジ

ョン方式のＨＤＶモデル 1440×1080 サ
イズよりもブルーレイＤＶＤに対応した

ＡＶＣＨＤモデルの 1920×1080 サイズ
が主流となってきております。小生はま

だ懐具合との兼ね合いで昔ながらのＤＶ

テープ方式のビデオカメラを使っていま

す。テープ式ながら３ＣＣＤなので感度や

色乗りは現行カメラに遜色ないそうなのが

唯一の慰めです。画像サイズは 640×480
ですが、レジスタックスの仕様が 640×480
であったことにより、画質からくるハンデ

ィをあまり感じずにすんでいます。総画素

数３８万のＣＣＤを３枚使ってＲＧＢを個

別に取り出していることにより、受光素子

面積も光電変換による損失が少なくなりま

す。旧式３ＣＣＤの画像のほうがＨＤ方式

ハイビジョンカメラより惑星の写りが良い

のは前回レポートの part Ⅰでも確認して

おります。２０１０年の夏は晴天の日が例年

になく多くあり、より多くの画像を撮ることが出

来ました。最近の木星撮影は手軽さからビデ

オ撮影によるものがほとんどでした。ビデオ撮

影が簡単な理由としては記録用のＤＶテー

プはコンビニ等の身近にありますし、長時間バッテリーによる撮影が可能なことや、露

出設定などの基本操作も簡単なこと、パソコン無しですぐに撮影に入れること、何より

もズーム機能の併用により導入から露出・感度・倍率の調整が容易であることがあげら

れます。今季木星撮影はビデオで行こうと思っていた矢先、８月２１日の木星発光現象

のニュースが飛び込んできたのです。丁度その日の夜も木星に望遠鏡を向けビデオ撮影

をしておりました。たまたま次の日の予定が入っており、深夜過ぎの木星を撮影し、Ａ

Ｍ１時半を過ぎたあたりで機材撤収を行いました。木星発光現象のあった３時２２分頃

はすでに夢の中でした。このような千載一遇の現象をとらえきれるかどうかはちょっと

した頑張りや運が左右するものなのでしょう。 
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（２） 今季一押しの木星画像 

 ８月３１日に今年最高にシーイングの良い日が到来しました。今までの木星とは明ら

かに違う像が撮れたのです。大分の晴天率は全国でも高いようですが、ジェット気流の

蛇行のせいか惑星観測にとってシーイングの良い日は稀だと感じています。今まで心に

残るような気流の安定した日は年に一度あるかないかという確率でした。この日も滅多

に無い高シーイングでしたが、たまたまビデオカセットを切らしていて、以前使ったテ

ープの上から録画することにしました。これからお見せするのは３１日の今年になって

一押し木星画像になります。 

 

 通常はビデオテープから１つのＡＶＩ画像を撮りだしレジスタックスにかけるのです

が、テープを何度も巻き戻すことによって時間差をつけて８枚のＡＶＩ画像を取り出し

レジスタックスにかけることにしました。 

AVI 画像１ 1h30m48-31m55  

      1936 枚 

AVI 画像 2 1h30m44-31m55  

       2057 枚 

AVI 画像 3 1h30m53-31m03  

       2012 枚 

AVI 画像 4 1h30m50-31m57  

       1925 枚 

AVI 画像 5 1h30m45-31m56  

        2023 枚 

AVI 画像 6 1h30m48-32m00  

        2065 枚 

AVI 画像 7 1h30m48-31m56  

   最初の４枚をステライメージでコンポジット処理             1964 枚   

                                        AVI 画像 8  1h30m52-32m00  

           1964 枚  

 

次の４枚をコンポジットした画像と

最初の４枚の画像の２枚を最後

にコンポジットする。画像の位置

合わせは大赤斑の隅を使った。 

 

 １＋２＋３＋４ ５＋６＋７＋８ 
 

      
                                                      最終画像 
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 ステライメージにて最大エントロピーとマルチバンドウェーブレットはコンポジット

処理の前にそれぞれ８枚の画像ごとに行った。最後に色彩調整を行い仕上げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上の画像は一枚のＡＶＩファイルをもとに作成したものですが、下の画像は同じよう

な時刻の動画を８枚のＡＶＩファイルに時間差取り込みし画像処理を行いました。ビデ

オ画像で撮影するとこのような重ね合わせにより画像を稼ぐことができます。 

下の画像のほうがより微細な模様が見えています。  
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（３） キャノンＥＯＳ Ｋiss X4 動画による木星撮影  

 キヤノンは 2010年 2月に、デジタル一眼 EOS Kiss Ｘ４を発表しました。前年発売Ｘ
３の後継モデルになります。小型・軽量なボディーに高感度撮影を可能とし、ハイビジ

ョン動画撮影の機能強化を行ったものになっています。Ｘ３の動画が 20fpsまたは 30fps
でフレームレート固定だったのが、Ｘ４では 1920×1080のフルＨＤで 30/25/24fps、1280
×720（ＨＤ）60/50fps・640×480（ＳＤ）60/50fps 等選択可能になっています。感度は
ISO100～6400まで設定できます。動画圧縮はＭＰＥＧ４のＭＯＶ形式となっており、付
属のソフトズームブラウザＥＸでＡＶＩ変換が可能です。 

 

 

 

ＡＶＩ変換したのちレジスタックスで今までと同様に画像処理を行います。モードの中

にクロップ 640×480という画像サイズがあり、通常撮影時の７倍の望遠撮影が出来るよ
うになっています。７倍のバーローレンズをつけて撮影するような機能がＸ４に付いて

いる訳です。フレームレートも 60fps ありますから時間をかけなくて済みます。４ＧＢ
のＳＤカードでフルハイビジョン撮影では１２分、640×480サイズで２４分の記録がで
きます。 
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  上画像はクロップ６４０サ
イズの画像２１２９枚をズー

ムブラウザでＭＯＶ→ＡＶＩ

変換し、レジスタックス処理

を行ったものです。400×300
にトリミングしております。

色彩がモノクロのように単調

になっており、ホワイトバラ

ンスの設定も難しいようで

す。 

 

  中の画像は同じ９月２８日
の１時間後の画像をデジタル

ビデオで撮影したものです。 

解像度と発色が良くなってい

ます。まだ、ビデオカメラの

ほうが細かな調整が出来ます

ので動画撮影には一日の長が

あるようです。 

 

 下の画像はＸ４動画フルハ

イビジョンサイズを 640×
480 サイズに変換したもので
す。１０月１０日の画像であ

りシーイング等の条件が違い

ますが、クロップ動画よりも

解像度は高いようです。 

 

 ハイビジョンサイズはビデ

オカメラとの比較をしてみた

いと思います。次回はその画

像処理と画像比較の企画を考

えています。  


